
内灘町生活安全対策協議会 

平成 25 年度 第 1 回会議議事録(概要) 

 

＜開 会＞ 

◆町民福祉部長 挨拶 

 

＜辞令交付＞ 

 本年度、委員任期の満了により、新たに委員委嘱の辞令交付が行われました。 

 

＜会長および副会長の互選＞ 

 生活安全条例、第８条第３項の規定により、協議会の会長、副会長は互選となり、会長に

町会区長会会長 松岡義和 委員、副会長に 町商工会会長の 表井源一 委員が選ばれる。 

 これより、松岡委員、表井委員が会長、副会長席に着き議事を進行。 

 

＜議題 内灘海岸の健全運営・安全対策について＞ 

◆今年度の内灘海水浴場における現状の報告（町地域振興課 本 観光・商工担当課長） 

 

  １．内灘海水浴場の運営状況について 

     開設期間 ７月１３日（土） ～ ９月１日（日） 

     開設時間 （海水浴場）９：００～１８：００ 

          （海の家） ９：００～２３：００ 

          ※海の家の開設時間については、千鳥台町会と海の家管理組合との覚 

          書によるもの。 

     維持管理協力金 海岸入口において維持管理協力金５００円を徴収。 

徴収の期間は７月１３日～８月２５日、９：００～１８：００ 

     そ の 他 ライフセーバーの土日設置 

   

  ２．内灘海水浴場周辺における事故発生状況 

     ・水難事故２件（死者３名） 

     ・その他火災１件（公衆トイレ付近に大量に集積されているゴミの一部が出火し 

             たもの。） 

 

  ３．内灘町及び関係機関の取り組みについて 

     ・内灘海水浴場連絡会の開催（２回開催） 

       関係者による安全な海水浴場の運営に係る打合せ会議 



     ・千鳥台町会と海の家管理組合との覚書の締結 

       海の家 ２３時の営業終了、２１時以降の音量の低減が盛り込まれている。 

     ・津幡警察署・内灘町合同パトロールの実施（複数回） 

       夜間の治安確認及び、海の家の運営状況の確認。 

     ・ごみの持ち帰り看板の移設 

       公衆トイレ付近に設置してある看板をゴミが大量に集積されている場所に 

移設した。 

     ・遊泳区域・時間、離岸流発生の注意喚起啓発活動（チラシ配布、ポスター設置 

など） 

 現地において水難事故防止に係る啓発活動（８月３日） 

     ・その他 

 

  ４．その他 

     ・旧クスリのアオキ跡地での花火による騒音苦情あり 

       →コンフォモール、マックスバリュ内灘店の花火売場に２２時以降の花火禁 

       止の張り紙の掲示を依頼 

     ・現地の確認を含め対応を検討中 

   

◆内灘海岸及びその周辺地域での事件、事故等についての報告（津幡警察署） 

  ・海の家の騒音苦情 複数件（６月末からあり） 

  ・喧嘩、乱闘等による出動 

  ・海の家の２３時閉店を促す注意喚起（ただし、２３時に閉店せず、店は朝方まで運 

営している現状である。） 

  ・現在ナイトパトロールによる、夜間、海岸付近の駐留・警戒を実施中（８月末まで） 

    

 

◆各委員からの意見 

 ○昨年度実施した夜間の現地視察についての意見 

  ・金沢の夜の繁華街が砂浜にできたような雰囲気で、大変治安が悪いように感じた。 

  ・店側は深夜の営業について、客が帰らないためとの話があったが、客のマナーも 

   悪いように感じる。 

  ・昨年も２３時に店を終了する覚書を千鳥台町会と交わしていたようだが、お客が 

   いる以上はそれも難しいのかとも思われる。 

   

  ○海の家が深夜まで営業している点について 

   ・営業時間を守らなかった場合の罰則等が現在何もないのが問題なのでは。 

   ・店側に運営の許可を出す際、条件として提示できないのか。 

    →夜間は飲食店の運営許可で運営しているが、時間の制限は規制できない。（町） 

   ・海水浴場、海の家等の設置許可についての許可権者は石川県であり、町には何をす 

る権限もないとも言うが、実際に千鳥台町会が迷惑しているのであれば、地元のこと 



であるので、積極的に関与してほしい。 

 

  ○今後の対策についての意見 

   ・協議会としては内灘町海岸が昼は賑やかで夜は落ちついているのが理想であると考 

えている。町にも内灘海岸を今後どうして行きたいのかの明確な方針を打ち出すべき。 

 

・今のところは許可権者に現状を確認してもらい、今後、許可に条件をつけることや、 

許可自体を出さないよう、働きかけをすべき。 

 

・町でも海の家の運営状況や苦情などを記録し、県に報告していくべき。 

 

・今の内灘海岸は怖いというイメージがある。苦情も多いことから、内灘海岸につい 

ての町民アンケートを実施し、町民の声を聞いていくべき。 

  

   ・海の家管理組合が海水浴場の入り口で管理料として５００円をとっているが、その 

用途が不明である。海水浴場の安全管理に使われているのかどうか分からない。 

 

◆協議結果 

  ・８月９日の夜間、２２時から許可権者である石川県の職員と合同で現地の視察を行 

う。同行する県と現状を確認し、次の海の家運営の許可の申請時までに地元の思いを 

伝えていく。 

 

・町民アンケートについては内部で検討する。 

 

 


